
訓

令 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

池 

本 

誠 

司 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
の
三
人
事
委
員
会
に
対
す
る
情
報
公
開
、
個
人
情
報
に
係
る
審
査
請
求
等
に
関
す
る

事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
第
七
十
七
条
」
を
「
第
百
七
十
条
」
に
、
「
第
五
十

九
条
」
を
「
第
百
三
十
条
」
に
、
「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。 

 

別
表
第
二
の
三
事
務
局
職
員
の
任
免
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
８
中

「
第
四
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
９
中
「
第
四
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
改
正
定
年
制
条

例
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
当
該
期
限

を
繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
」
を
「
当
該
期
限
を
繰
り
上
げ
」
に
、
「
繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
る

こ
と
」
を
「
繰
り
上
げ
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
欄
中
10
及
び
11
を
削
り
、
同
欄
９
を
同
欄
10
と

し
、
同
欄
８
を
同
欄
９
と
し
、
同
欄
７
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

７ 

定
年
制
条
例
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一
項

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
職
員
で
あ
っ
て
、
定
年
退
職
日
に

お
い
て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
役
付
職
員
を
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
の
三
事
務
局
職
員
の
任
免
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

11 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監

督
職
を
占
め
る
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該

管
理
監
督
職
を
占
め
る
役
付
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
さ
せ
る
こ
と
。 

12 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
役
付
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事

委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。 

13 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
特
定
管

理
監
督
職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
役
付
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異



動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
る
役
付
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督

職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
を
当
該
管
理
監
督
職
が
属
す
る
特
定
管
理
監

督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と
。 

14 
定
年
制
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
役
付
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事

委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。 

15 

定
年
制
条
例
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
場
合
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
管
理
監
督
職

に
降
任
等
を
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
職
員
の
同
意
を
得
る
こ
と
。 

16 

定
年
制
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
延
長
し
た
異
動
期
間
の
延
長
の
事
由
が
消
滅

し
た
役
付
職
員
に
つ
い
て
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
る
こ
と
。 

17 

定
年
制
条
例
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
年
齢
六
十
年
以
上
退

職
者
を
役
付
職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
。 

18 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
限
を
定
め
引
き
続
き
勤
務

さ
せ
た
役
付
職
員
に
係
る
当
該
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を

得
る
こ
と
。 

19 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
役
付
職
員
と
し
て
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ
と
。 

20 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
三
条
第
三
項
（
改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
四
条
第
三
項
、
第
五

条
第
三
項
及
び
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
任

期
を
定
め
て
採
用
し
た
役
付
職
員
の
任
期
を
更
新
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
の
三
事
務
局
職
員
の
任
免
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
決
裁
事
項
の
欄
４
中
「
非

常
勤
職
員
」
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
、
同
欄
中
15
を
26
と
し
、
14
を
25
と
し
、

13

を
24
と
す
る
。 

 

別
表
第
二
の
三
事
務
局
職
員
の
任
免
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
決
裁
事
項
の
欄
10
中
「
第

四
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
当
該
期
限
を
繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
」
を
「
当
該
期
限
を

繰
り
上
げ
」
に
、「
期
限
を
繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
る
こ
と
」
を
「
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
」

に
改
め
、
同
欄
中
11
及
び
12
を
削
り
、
同
欄

10
を
同
欄

11
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 12 

地
公
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
で
そ

の
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
、

管
理
監
督
職
以
外
の
職
又
は
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
が
当
該
職
員
の
年
齢
を
超
え
る
管



理
監
督
職
へ
の
降
任
又
は
転
任
（
降
給
を
伴
う
転
任
に
限
る
）
を
す
る
こ
と
。 

13 

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
公
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に

規
定
す
る
降
給
と
み
な
さ
れ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

14 
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監

督
職
を
占
め
る
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該

管
理
監
督
職
を
占
め
る
一
般
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
さ
せ
る
こ
と
。 

15 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
一
般
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事

委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。 

16 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
特
定
管

理
監
督
職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
一
般
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異

動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
る
一
般
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督

職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
を
当
該
管
理
監
督
職
が
属
す
る
特
定
管
理
監

督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と
。 

17 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
一
般
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事

委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。 

18 

定
年
制
条
例
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
場
合
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
管
理
監
督
職

に
降
任
等
を
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
職
員
の
同
意
を
得
る
こ
と
。 

19 

定
年
制
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
延
長
し

た
異
動
期
間
の
延
長
の
事
由
が
消
滅
し
た
一
般
職
員
に
つ
い
て
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す

る
こ
と
。 

20 

定
年
制
条
例
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
年
齢
六
十
年
以
上
退

職
者
を
一
般
職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
。 

21 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
限
を
定
め
引
き
続
き
勤
務

さ
せ
た
一
般
職
員
に
係
る
当
該
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を

得
る
こ
と
。 

22 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
一
般
職
員
と
し
て
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ
と
。 

23 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
三
条
第
三
項
（
同
条
例
附
則
第
四
条
第
三
項
、
第
五
条
第
三
項
、

又
は
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
一

般
職
員
と
し
て
任
期
を
定
め
て
採
用
し
た
も
の
の
任
期
を
更
新
す
る
こ
と
。 



 

別
表
第
二
の
三
事
務
局
職
員
の
任
免
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
決
裁
事
項
の
欄
９
中
「
第

四
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
中
９
を
10
と
し
、
８
を
９
と
し
、
同
欄
７
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

８ 

定
年
制
条
例
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一
項

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
一
般
職
員
で
あ
っ
て
、
定
年
退
職

日
に
お
い
て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
一
般
職
員
を
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
の
四
事
務
局
職
員
の
服
務
等
に
関
す
る
事
務
の
項
委
員
長
決
裁
事
項
の
欄
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。 

18 

地
公
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
務
局
長
の
高
齢
者
部
分
休
業
の

承
認
を
し
、
又
は
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

そ
の
承
認
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
休
業
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
。 

19 

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
18
の
承
認
に
係
る

休
業
時
間
の
延
長
を
承
認
す
る
こ
と
。 

20 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
第
十
二
条
の
六
の
規
定

に
基
づ
く
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
申
請
に
よ
り
、事
務
局
長
の
高
齢
者
部
分

休
業
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
。 

 

別
表
第
二
の
四
事
務
局
職
員
の
服
務
等
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
決
裁
事
項
の
欄
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。 

28 

地
公
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
参
事
、
副
事
務
局
長
及
び
課
長
の

高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
し
、
又
は
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
第
五
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
承
認
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
休
業
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
。 

29 

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
28
の
承
認
に
係
る

休
業
時
間
の
延
長
を
承
認
す
る
こ
と
。 

30 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
く
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る

職
員
の
申
請
に
よ
り
、
参
事
、
副
事
務
局
長
及
び
課
長
の
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
取
り

消
す
こ
と
。 

 

別
表
第
三
の
二
職
員
の
給
与
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中
26
を

28
と

し
、
21
か
ら
25
ま
で
を
23
か
ら
27
ま
で
と
し
、
20
を
21
と
し
、
同
欄
21
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

22 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
項
、
第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
の
規
定
に

よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
（
令
和
５
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
二
号
）
第
十
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
規
則
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
は
他
の
学
校
職
員
と
の
均
衡
を
著



し
く
失
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
の
協
議
に
応
ず
る

こ
と
。 

 
別
表
第
三
の
二
職
員
の
給
与
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中
19
を

20
と

し
、
３
か
ら
18
ま
で
を
４
か
ら
19
ま
で
と
し
、
同
欄
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

３ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
五
項
、
第
十
七
項
、
第
十
九
項
又
は
第
二
十
項

の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
（
七
―
一
〇
七
六
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

規
則
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
は
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
著
し
く
失
す
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
の
別
段
の
取
扱
い
に
つ
い
て
承
認
を
す
る

こ
と
。 

 

別
表
第
三
の
二
職
員
の
給
与
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
決
裁
事
項
の
欄
中

35
を
削
り
、

38
を
37
と
し
、
37
を
36
と
し
、
36
を
35
と
す
る
。 

 

別
表
第
三
の
七
職
員
の
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
19
中
「
任
期

付
職
員
規
則
」
を
「
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員

会
規
則
二
〇
―
一
。
以
下
「
任
期
付
職
員
規
則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
の
七
職
員
の
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
決
裁
事
項
の
欄
中
36
を
37
と
し
、

30
か
ら
35
ま
で
を
31
か
ら
36
ま
で
と
し
、
同
欄
29
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

30 

任
期
付
職
員
規
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
試
験
の
結
果
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
認
め
る
こ
と
。 

 

別
表
第
三
の
八
勤
務
延
長
及
び
再
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
再
任
用
」

を
「
異
動
期
間
の
延
長
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
の
八
勤
務
延
長
及
び
再
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
１
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

１ 

定
年
制
条
例
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一

項
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
職
員
（
職
務
の
級
が
初
任
給

規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ

る
者
に
限
る
。
）
１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い

て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
を
、
引
き
続
き
勤
務
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
三
の
八
勤
務
延
長
及
び
再
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
２
中

「
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
九
―
一
」
を
「
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
九
―
三
」
に
、
「
第

二
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
異
動
さ
せ
る
」
を
「
昇
任
し
、
降
任

し
、
又
は
転
任
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 ２ 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 



３ 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

４ 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
限
を
定
め
引
き
続
き
勤
務

さ
せ
た
職
員
に
係
る
当
該
期
限
を
延
長
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
三
の
八
勤
務
延
長
及
び
再
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
１
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。 

１ 

定
年
制
条
例
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
年
制
条
例
第
九
条
第
一

項
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
職
員
（
職
務
の
級
が
初
任
給

規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ

る
者
を
除
く
。
）
１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い

て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
を
、
引
き
続
き
勤
務
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
三
の
八
勤
務
延
長
及
び
再
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第

二
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
異
動
さ
せ
る
」
を
「
昇
任
し
、
降
任
し
、

又
は
転
任
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
九
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
欄
３
を

同
欄
６
と
し
、
同
欄
２
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

２ 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

３ 

定
年
制
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

４ 

改
正
定
年
制
条
例
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
限
を
定
め
引
き
続
き
勤
務

さ
せ
た
職
員
に
係
る
当
該
期
限
を
延
長
す
る
場
合
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

別
表
第
四
課
長
専
決
事
項
の
欄
中
19
か
ら
63
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

19 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
区
域
内
の
事
業
者
等
に
対
す
る
支
援
に
必
要
な
措
置

（
法
第
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
が
行
う
事
務
（
次

号
に
お
い
て
「
地
方
公
共
団
体
事
務
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
講
ず
る

こ
と
。 

20 

法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
苦
情
の
処
理
の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
必
要
な
措
置
（
地
方

公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
が
行
う
事
務
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
講
ず
る
こ

と
。 

21 

法
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
目
的
を
明
示
す
る
こ
と
。 

22 

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

23 

法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

24 

法
第
七
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
措
置
要
求
を
す
る
こ
と
。 



25 

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
。 

26 

法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
参
考
と
な
る
べ
き
情
報
を
本
人
に
提
供
す
る

こ
と
。 

27 
法
第
七
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
本
人
の

求
め
に
応
じ
て
当
該
必
要
な
措
置
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。 

28 

法
第
七
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
措
置
要
求
を
す
る
こ
と
。 

29 

法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

30 

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
開
示
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。 

31 

法
第
七
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 

32 

法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す

る
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

33 

法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
し
な
い
旨
の

決
定
を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

34 

法
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

35 

法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

36 

法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
案
を
移
送
し
、
及
び
開
示
請
求
者
に
通
知

し
、
又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。 

37 

法
第
八
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
し
、
及
び
意
見
書
を
受
理

す
る
こ
と
。 

38 

法
第
八
十
六
条
第
三
項
（
法
第
百
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

39 

法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
。 

40 

法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
申
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

41 

法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
訂
正
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。 

42 

法
第
九
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
訂
正
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 

43 

法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知
す

る
こ
と
。 

44 

法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

45 

法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

46 

法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
案
を
移
送
し
、
及
び
訂
正
請
求
者
に
通
知

し
、
又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。 

47 

法
第
九
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

48 

法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
利
用
停
止
請
求
を
受
理
す
る
こ
と
。 

49 

法
第
九
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
停
止
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 



50 

法
第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通
知

す
る
こ
と
。 

51 

法
第
百
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
、
及
び
通

知
す
る
こ
と
。 

52 

法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

53 

法
第
百
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

54 

法
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
諮
問
を
し
た

旨
を
通
知
す
る
こ
と
。 

55 

法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
を
作
成
す
る
こ
と
。 

56 

法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
提
案
を
受
け
る
こ
と
。 

57 

法
第
百
十
四
条
第
一
項
（
法
第
百
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
審
査
す
る
こ
と
。 

58 

法
第
百
十
四
条
第
二
項
（
法
第
百
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

59 

法
第
百
十
四
条
第
三
項
（
法
第
百
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

60 

法
第
百
十
五
条
（
法
第
百
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
の
利
用
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。 

61 

法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
提
案
を
受
け
る
こ
と
。 

62 

法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
の
利
用
に
関
す
る
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
。 

63 

法
第
百
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
課
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

64 

法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
及
び
明
示
す
る
こ
と
。 

65 

法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

66 

法
第
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

67 

法
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
苦
情
処
理
を
す
る
こ
と
。 

68 

埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。
）
第
七
条
の
開
示
の
請
求
及
び
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
開
示
の
申
出
を
受
理
す
る

こ
と
。 

69 

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
請
求
書
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
。 

70 

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る
決
定

を
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

71 

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
全
部
を
開
示
し
な
い
決
定
を
し
、



及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

72 

条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
延
長
し
、
及
び
通
知
す
る
こ
と
。 

73 

条
例
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

74 
条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
案
を
移
送
し
、
及
び
開
示
請
求
者
に
通
知

し
、
又
は
事
案
の
移
送
を
受
け
る
こ
と
。 

75 

条
例
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
知
し
、
及
び
意
見
書
を
受
理

す
る
こ
と
。 

76 

条
例
第
十
七
条
第
三
項
（
条
例
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
通
知
す
る
こ
と
。 

77 

条
例
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
を
開
示
す
る
こ
と
。 

78 

条
例
第
十
八
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

79 

条
例
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。 

80 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
人
事
委
員
会
規

則
一
―
四
三
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
閲
覧
、
聴
取
又
は
視
聴
の
中
止
又
は

禁
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
総
務
給
与
課
長
専
決
事
項
の
欄
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
か
ら
６
ま
で
を
２

か
ら
５
ま
で
と
し
、
同
欄
７
中
「
６
」
を
「
５
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄
６
と
し
、
同
欄
８
を

同
欄
７
と
し
、
同
欄
９
中
「
８
」
を
「
７
」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄

10
を
同
欄

９
と
し
、
同
欄
11
中
「
10
」
を
「
９
」
に
改
め
、
同
欄
11
を
同
欄
10
と
し
、
同
欄
12
を
同
欄
11

と
し
、
同
欄
13
中
「
12
」
を
「
11
」
に
改
め
、
同
欄
中
13
を
12
と
し
、
14
を
13
と
し
、
15
を

14

と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


